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JSCによる現国立競技場解体工事着手に強く抗議する

新国立競技場計画の事業主である独立行政法人日本スポーツ振興センター（JSC）は、解体業者が入札で

決まったとして、9月29日より国立競技場の解体工事着手を表明した。当会は現国立競技場を改修して使い続

けることが、最善の方法であると主張してきたので、解体はとうてい看過できず、強く抗議する。また、解体入札

に当たり官製談合の疑いがあると内閣府に寄せられた苦情が受理されたため、現時点でJSCは施工者との契

約も執行停止となっており、これを機に将来に禍根を残さないために立ち止まり、計画を見直すこと求める。

当会へは３５０００人を超える賛同者がおり、世論調査でも多くの人が現国立競技場の改修を支持している。

優れたリノベーションこそ世界に胸を張ってアピールできるはずのものである。

IOCアジェンダ21では、競技場は出来る限り既存の施設を使用する、また、どうしても新築せざるを得ない場

合は、地域の制限条項に従い、地域の文化、環境、社会を壊してはいけないと書かれているにも関わらず、

JSCはそれを姑息な手段を用いて無視した。そしてまだまだ使える、東京オリンピックをはじめ、数々の記憶を

継承する国民に愛された現競技場をいままさに壊そうとしている。ドイツでは１９３６年のベルリンオリンピックで

使われたメインスタジアムを美しく改修して使い続けていることと比較しても、レガシーや環境への配慮という点

での後進性は否めない。

現国立競技場は耐震性能が劣るから建て替えると常套句を繰り返すが、そのような危険な建物に多くの人を

呼び込んで「さよなら国立競技場」イベントを開催したとすれば、無責任この上ない。現国立競技場は、東日本

大震災の直前に耐震改修を終えていた。また、建て替えのもう一つの理由としてあげられるトラックについて、

陸上競技場の国際基準では、９レーンは必要不可欠ではなく、日本陸上競技連盟は地下にサブトラックがあれ

ばセキュリティ上好ましいと言っている。JSCが久米設計に依頼した改修案は、地下にサブトラックを備えたもの

だったにも関わらず、これを握りつぶし、情報公開を先延ばしにしてきた責任は大きい。

この間、JSCの質問への回答はおそく、情報公開資料は黒塗りで、市民やメディアが参加した公開の場での

議論は一度も持たれなかった。そして都民３００世帯が暮していた霞ヶ丘都営アパートは、何ら都庁内での公的

な書面上の手続きを経ず、「人と環境にやさしいスタジアムをつくるので移転せよ」と一方的な説明をするだけ

で、協議もせず住民は居住権を奪われようとしている。

以上すべて、高邁なる当初のオリンピック精神に背馳し、オリンピック・パラリンピック開催国として、世界に非

民主性、後進性を表明するようなもので、関係者の猛省と真摯な対応を求める。

IOCは当会への回答の中で、当会がJSC、オリンピック・パラリンピック組織委員会とよく協議するように強く求

めており、私たちは現国立競技場がたとえ解体されても、神宮外苑の歴史景観を守り、将来の世代に大きな負

担を残さない、真に国民の財産となりうるスタジアムの実現を追求していく。また、公共事業のあり方についても

情報開示や透明性を高めていくために、活動を続けていくものである。
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